
基本的施策 № 指標
等

具体的な取り組み 令和6年度の取り組みとその成果 担当課
達成
度

今後の課題または成果の継続のため
に具体的に取り組むこと

市広報及び市ホームページ、ＳＮＳにおいて、無料相談の周
知やＤＶ防止の啓発記事を掲載するとともに、庁内に関連ポ
スター及びチラシを掲示し、問合せに応じて各種相談窓口を
案内している。
市広報11月号「男女共同参画ひろば　いっぽいっぽ」では、
「性暴力をなくそう」をテーマに、記事掲載を行った。

人権・市
民相談課 3 今後も継続して啓発活動を行う。

図書館において、女性に対する暴力をなくす運動期間に、ミ
ニ展示として関連書籍の紹介を行った。また、二十歳式で、
デートＤＶ防止を呼びかける広報物の配布を行った。

生涯学習
課 3

配偶者・パートナー等からの暴力に
ついて、人権課題と捉え今後も様々
な機会を活用して啓発活動に取り組
む。

関係機関からの啓発資料を有効活用し、児童生徒への啓発を
図った。

学校教育
課 3 今後も継続して取り組む。

基本目標Ⅲ　配偶者・パートナー等からの暴力のないまちづくり

施策の方向(1)配偶者・パートナー等からの暴力の防止に向けた意識啓発

主要課題１　暴力根絶のための意識啓発

配偶者・パートナー等か
らのあらゆる暴力（Ｄ
Ｖ、セクシュアル・ハラ
スメント、ストーカー、
デートＤＶ、リベンジポ
ルノ等）の根絶を目指
し、講演会・市広報・
ホームページ等を活用
し、啓発を行います。
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指標

配偶者・パート
ナー等からの暴
力防止のための
意識啓発と環境
整備

地域における防犯活動を更に推進させるための知識と意欲を
高揚するため、自主防犯活動リーダー講習会を実施した。
また、自主防犯活動団体で定期的・継続的に行っている青色
防犯パトロールカーを活用した地域パトロール活動の取り組
みとして、青色防犯パトロール講習会を実施した。

自主防犯活動リーダー講習会
テーマ：見守り手の多様化と活動のポイント
講　師：東入間警察署　生活安全課　生活安全係長、特定非
営利活動法人 日本こどもの安全教育総合研究所　理事長
日　程：8月7日（水）
対　象：町会関係者、各学校防犯担当職員、スクールガード
関係者、その他市民等
会　場：キラリ☆ふじみ　マルチホール
定　員：180人　参加人数：100人
内　容：最新の犯罪情勢や、地域安全の課題、見守り手不足
の対策等の講話に加え、ミニシンポジウムを行うことで、防
犯知識の取得を図った。

青色防犯パトロール講習会（2回開催）
テーマ：近年の犯罪情勢と青色防犯パトロールの実施要領に
ついて
講　師：東入間警察署　生活安全課　生活安全係長
日　程：①5月15日（水）、②3月26日（水）
対　象：富士見市青色防犯パトロール隊員、新規入隊者
会　場：富士見市役所 会議室
定　員：なし　参加人数：①51人、②43人
内　容：青色防犯パトロールの方法や警察による最新の犯罪
情勢の講和を実施し、防犯知識の取得を図った。

女性や高齢者の被害が多
いひったくりや痴漢等の
犯罪防止対策として、東
入間警察署と連携し、
リーフレットの配布・講
習会の開催を通し啓発に
努めます。また市民協働
による地域防犯パトロー
ルへの支援や、犯罪を未
然に防ぐための取り組み
を推進します。

自主防犯活動団体の高齢化に伴う防
犯パトロール隊員の成り手不足が課
題となっているため、自主防犯活動
団体への支援を継続するとともに、
町会や事業所等によって構成されて
いる地域まちづくり協議会での防犯
活動を推進することで、新たな担い
手の確保を図る。

46 3協働推進
課性犯罪等の防止
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基本的施策 № 指標
等

具体的な取り組み 令和6年度の取り組みとその成果 担当課
達成
度

今後の課題または成果の継続のため
に具体的に取り組むこと

性犯罪等の防止 47

夜間における女性の性犯
罪の被害を防止するた
め、防犯灯の設置と適切
な維持管理に努め、安
心・安全なまちづくりを
推進します。

令和6年度における防犯灯の新規設置数
　電柱共架：15基

道路治水
課 3 今後も継続して防犯灯の維持管理に

努める。

基本的施策 № 指標
等

具体的な取り組み 令和6年度の取り組みとその成果 担当課
達成
度

今後の課題または成果の継続のため
に具体的に取り組むこと
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「富士見市配偶者暴力相
談支援センター」を中心
に、ＤＶに関する法律や
相談窓口等、被害者の保
護及び自立支援に関する
情報提供を行います。

ＮＰＯ法人によるＤＶ相談窓口設置のほか、市広報におい
て、無料相談の周知を図るとともに、庁内に関連ポスター及
びチラシを掲示し、問い合わせ内容や個々の状況に応じた情
報提供及び支援を行っている。

人権・市
民相談課 3

DVに関する理解を深め、早期に相談
ができるよう、周知啓発を継続して
行う。

関係機関との連携を密接に取りつつ、選挙人名簿の閲覧にお
けるDV被害者の保護に取り組んだ。

総務課 3 関係機関等との連携強化を図り、よ
り迅速な支援対応を行う。

関係機関との連携を密接にとりつつ、適切な対応を実施。担
当課間における情報連携基盤の運用管理を行った。

ＩＣＴ推
進課 3

今後も関係機関と密接に連携を取り
つつ、適切な対応を実施する。担当
課において、システム改修等による
対応を模索する場合は協力を行う。

DV被害者の個人情報については、共通認識を持ち管理・運用
をしている。また、新規支援者から申出書を受領後、情報リ
ストを作成し、関係各部署へ迅速に情報を提供。決定後に
は、改めて情報提供を行い、漏れがないよう、連携を密にし
て対応を実施。

市民課 3

関係各部署に配布するDV被害者の
「情報提供リスト」の個人情報につ
いて、情報内容に漏れがないよう、
職員2名体制で起案内容の確認作業を
行う。

ＤＶ被害者の安全確保と
迅速な対応を徹底しま
す。また、関係各課で構
成されている「配偶者暴
力被害者支援庁内連絡会
議」等により、庁内の連
携強化を図ります。ま
た、被害者の自立支援に
加え、児童虐待や高齢者
虐待に対する支援体制の
強化及び各課との連携を
図ります。

ＤＶ被害者への
支援

49

施策の方向(2)支援体制の充実

基本目標Ⅲ　配偶者・パートナー等からの暴力のないまちづくり
主要課題１　暴力根絶のための意識啓発
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基本的施策 № 指標
等

具体的な取り組み 令和6年度の取り組みとその成果 担当課
達成
度

今後の課題または成果の継続のため
に具体的に取り組むこと

関係機関との連携を密接にとりつつ、適切な対応を実施。被
害者の個人情報についても、担当者間の共通認識のもと、運
用管理をしている。また、独自業務マニュアルに基づき、職
員に周知徹底を図っている。

保険年金
課 3

引き続き、関係機関との連携を密接
に取りつつ、適切な対応を実施する
とともに、被害者の個人情報につい
ても、担当者間の共通認識のもと運
用管理をしていく。また、独自業務
マニュアルにより職員に周知徹底を
図る。

引き続き、関係機関との連携を図りつつ、部内及び課内にお
いて、情報を共有し、支援対象者の個人情報の保護について
厳格に対応した。

税務課 3 今後も継続して取り組む。

関係機関と密接な情報連携を図りつつ、課内において、被害
者の個人情報を厳重管理するとともに、あらゆる事務処理、
関係業務において、常に情報管理を徹底し、業務を遂行し
た。

収税課 3 今後も継続して関係機関と連携を図
り、迅速かつ適正な対応を図る。

配偶者暴力被害者支援庁内連絡会議の中で、ＤＶに関する認
識及び情報の共有を図った。

人権・市
民相談課 3 引き続き、関係部署・機関との連携

を図り、被害者支援を行う。

ＤＶ被害者への対応として、所管する「児童扶養手当」「児
童手当」等について、相談を受けるとともに、関係課や県、
他自治体と連携し、必要な手続きなど、迅速な対応を行っ
た。

子育て支
援課 3

引き続き、関係機関と連携を取りな
がら個々のケースに合わせて迅速に
対応する。

ＤＶ被害者の安全確保と
迅速な対応を徹底しま
す。また、関係各課で構
成されている「配偶者暴
力被害者支援庁内連絡会
議」等により、庁内の連
携強化を図ります。ま
た、被害者の自立支援に
加え、児童虐待や高齢者
虐待に対する支援体制の
強化及び各課との連携を
図ります。
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ＤＶ被害者への
支援

3



基本的施策 № 指標
等

具体的な取り組み 令和6年度の取り組みとその成果 担当課
達成
度

今後の課題または成果の継続のため
に具体的に取り組むこと

ＤＶ被害者の入所支援の実施、また、児童虐待に関しては、
保護者・子どもと接する保育者が発見しやすく、ケースによ
り多く声かけをするとともに、関係機関とも連携し、注視し
てきた。

保育課 3

引き続き、関係機関と連携し、ＤＶ
被害者に対する支援を継続してい
く。
また、児童虐待については早期発
見、初動が重要であることから、職
員も常に心がけ、継続して迅速な対
応を行う。

児童虐待対応において、DVに関する課題が出てきた場合に
は、配偶者暴力相談支援センターへの相談を案内した。ま
た、配偶者暴力被害者支援庁内連絡会議等において、情報共
有を行い、連携を図った。

子ども未
来応援セ
ンター

3 関係部署との連携が円滑に行われる
よう、調整をする。

生活保護受給者及び生活困窮者のDV被害者への支援について
は、関係機関との連携及び課内の情報共有を図りながら、適
切な対応に努めた。また、DV被害者情報については、システ
ムに登録することで、情報の共有を図った。

福祉政策
課 3

新規採用職員や新たに異動してきた
職員もいるため、DV被害者への支援
について、引き続き課内で周知を図
る。

配偶者暴力被害者支援庁内連絡会議に参加し、協議や情報交
換を行うとともに、支援に関する対応等、関係部署との連携
を図った。

高齢者福
祉課 3

引き続き関係機関や関係部署との情
報共有と連携を密にし、必要な支援
を進める。

配偶者暴力被害者支援庁内連絡会議における内容について、
課内において、情報共有と必要な支援が適切に行えるよう、
庁内連携について周知を図った。

障がい福
祉課 3 引き続き継続をする。

関係機関と情報共有・連携を密にしながら、個人情報の管理
を徹底し、各種事業を実施した。

健康増進
センター 3 関係機関との情報共有と連携をさら

に密にし、必要な支援を進める。

ＤＶ被害者の安全確保と
迅速な対応を徹底しま
す。また、関係各課で構
成されている「配偶者暴
力被害者支援庁内連絡会
議」等により、庁内の連
携強化を図ります。ま
た、被害者の自立支援に
加え、児童虐待や高齢者
虐待に対する支援体制の
強化及び各課との連携を
図ります。

ＤＶ被害者への
支援 49
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基本的施策 № 指標
等

具体的な取り組み 令和6年度の取り組みとその成果 担当課
達成
度

今後の課題または成果の継続のため
に具体的に取り組むこと

被害者から相談や問い合わせがあった場合は、市営及び県営
住宅の紹介や埼玉県住まい安心支援ネットワーク登録の「あ
んしん賃貸住まいサポート店」について、紹介を行ってい
る。
令和6年度は、支援実績なし。

建築指導
課 3 今後も継続的に情報の更新を行う。

関係機関との連携を密接にとりつつ、適切な対応を実施し
た。委託業者にも個人情報の取扱いに細心の注意を払うよう
に周知した。

水道課 3

関係する業務の大部分を委託業者が
行っているため、支援対象者の情報
の取り扱いに注意し確認する必要が
ある。

関係機関と連携して情報共有を図り、学校と情報交換を行っ
た。必要に応じて、各学校で実施する「ケース会議」に参加
し、学校の対応について支援した。

学校教育
課 3 関係課との連携を密にし、慎重かつ

丁寧に対応する。
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女性相談・ＤＶ相談等、
生活面及び精神面での相
談体制の充実を図り、被
害者の状況に応じた支援
を行います。

女性相談において、心理カウンセラーによる精神面の相談、
ＤＶ相談では、ＮＰＯ法人のスタッフによる生活面の相談や
支援等を行った。また、被害者の状況により、関連部署と連
携を図りながら支援をした。

人権・市
民相談課 3 今後も継続して支援をする。

ＤＶ被害者の安全確保と
迅速な対応を徹底しま
す。また、関係各課で構
成されている「配偶者暴
力被害者支援庁内連絡会
議」等により、庁内の連
携強化を図ります。ま
た、被害者の自立支援に
加え、児童虐待や高齢者
虐待に対する支援体制の
強化及び各課との連携を
図ります。
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ＤＶ被害者への
支援
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